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○第229回定例会
○議案審議
○決算審査

○一般質問

比
企
氏
も
こ
の
道
を
通
っ
て

　
　
　
鎌
倉
、
源
頼
朝
の
も
と
へ



2

第２２9 回定例会は９月７日から９月１３日までの７日間の会期日程で開催され、令和２年度の決算議会と
して、一般会計・６つの特別会計・水道事業会計を認定しました。また、令和３年度の補正予算・条例
改正など１７議案が審議され、原案通り可決されました。一般質問では４人の議員が町の施策や考えを質
しました。

議案番号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成  　×は反対  　△は保留・欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

宮
島　

一
夫

高
坂　

清
二

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤　
　

明

北
堀　

一
廣

上
野　
　

廣

菅
間　

孝
夫

内
田　

敏
雄

吉
野　

正
浩

阿
部　

弘
明

瀬
上　

邦
久

令和３年度補正予算
議案第70号 一般会計補正予算（第４号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第71号 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第72号 介護保険特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第73号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第74号 下水道事業特別会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第75号 農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第76号 浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第77号 水道事業会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

委員の選任等
議案第79号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第80号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第81号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第82号 教育委員会委員の任命について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

その他
認定第1号 令和２年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第2号 令和２年度滑川町水道事業会計における剰余金処分及び決算
の認定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第69号 滑川町事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第78号 区域外の公の施設の設置について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第3号 コロナ禍による厳しい財政状況に対し地方税財源の充実を求
める意見書（案）の提出について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第229 回滑川町議会９月定例会

会計 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（A－Ｂ）
一 般 会 計 90億1323万4千円 86億2617万7千円 3億8705万7千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 17億2200万3千円 16億4722万5千円 7477万8千円
介 護 保 険 11億1763万7千円 10億0721万4千円 1億1042万3千円
後 期 高 齢 者 医 療 1億8136万3千円 1億6956万2千円 1180万1千円
下 水 道 事 業 3億8124万4千円 3億6081万4千円 2043万円
農 業 集 落 排 水 9582万3千円 8795万5千円 786万8千円
浄 化 槽 事 業 4035万5千円 2940万円 1095万5千円

　 合 　 計 　 125億5165万円9千円 119億2834万7千円 6億2331万2千円

収入 支出

水 道 事 業
収益的収支 3億8238万9千円 3億5416万5千円
資本的収支 2015万9千円 1億5550万1千円

令和２年度会計歳入歳出決算認定令和２年度会計歳入歳出決算認定

＊収益的収支：収入とは一事業年度における営業活動に伴い発生する収益、支出とはそれに対応する費用。
＊資本的収支は将来の営業活動に備えて行う諸施設の建設改良費や企業債の元金償還の支出とその財源となる収入。
　資本的収支の不足額は当年度消費税資本的収支調整額及び過年度損益勘定留保資金で補填。
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コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、
我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼしており、
国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来
年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に
直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策は
もとより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、デジタル
化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれ
る社会保障等への対応に迫られており、このためには、地方
税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方
税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要
望する。

記
１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、
「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」において、令和３年
度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を
確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関
係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合
理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制
度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。また、
生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対
策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来
国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措
置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３�　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資
産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置
については、令和３年度限りとすること。

４�　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動
車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延
長は断じて行わないこと。

５�　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を
地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

� 提出先　衆参議院議長　　
� 内閣総理大臣　他

●�経常収支比率は、前年度と比較すると5.5％減少し
86.2％となり財政の弾力化が若干進んだが、まだ
高い水準で財政的余裕が乏しい状況である。
●�実質収支比率は、前年度の3.6％から8.1％に上昇
し、収支の状況は概ね良好。
●�公債費比率は前年度より1.8％減少し6.9％であっ
た。

●�今後も行政要望に伴う事務事業や教育環境整備等に
関わる財政負担等、財政を取り巻く状況は依然とし
て厳しさが続くものと思われる。したがって、予算
の執行に当たっては、事務の効率化および事業の必
要性を徹底検証されたい。そして、受益者負担等の
自主財源の確保や一部の事務事業の見直しを含めた
事業効果を十分検討の上、引き続き経費の削減に取
り組んでいただきたい。

監査委員による決算意見書

Q
身
近
に
い
て
何
か
あ
れ
ば
困

難
を
解
決
し
て
く
れ
る
、
町
の
姿

は
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
安
心

だ
。
し
か
し
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
危

機
で
真
の
行
政
力
が
試
さ
れ
て
い

る
。
戦
前
の
悲
惨
な
教
訓
か
ら
、

戦
後
、
地
方
自
治
は
中
央
か
ら
独

立
し
た
機
関
と
し
て
憲
法
に
明
記

さ
れ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
住
民
の

命
を
守
る
最
前
線
の
組
織
と
し
て

職
員
人
事
の
今
後
に
つ
い
て
①
今

後
の
職
員
人
事
政
策
に
つ
い
て
②

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

の
た
め
に
一
年
で
１
億
５
千
万
円

も
の
予
算
が
使
わ
れ
た
。「
今
、
公

教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
真
剣
に

考
え
る
時
が
来
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
使
っ
た
学
習
も
そ
れ
が
子

ど
も
の
命（
人
権
）に
光
が
当
た
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
結
局
は
子
ど
も

た
ち
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
、
苦
し

め
る
こ
と
に
な
る
」
と
の
提
言
が

あ
る
。
改
め
て
、「
公
教
育
の
あ
り

方
」
や
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
、
教

師
、
保
護
者
な
ど
と
、
子
ど
も
も

含
め
た
幅
広
い
議
論
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

A
①
コ
ロ
ナ
禍
で
町
が
優
先
的

に
対
応
し
て
き
た
の
は
町
民
生
活

の
維
持
だ
。
今
後
も
引
き
締
め
て

業
務
に
励
む
。
現
在
、
職
員
定
数

を
比
較
す
る
と
１７
人
少
な
い
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
な
ど
で

業
務
遂
行
し
て
お
り
、
女
性
の
登

用
や
年
齢
構
成
で
も
大
き
な
ひ
ず

み
が
生
じ
て
い
る
。
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。
令
和
７
年
で
職
員
総

数
１
４
０
人
ま
で
増
員
の
計
画
。

②
義
務
教
育
段
階
で
留
意
す
べ
き

は
何
を
知
っ
て
い
る
か
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
を
使
っ
て
何
が
で
き

る
か
、
い
か
に
問
題
を
解
決
で
き

る
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め

と
す
る
情
報
化
の
進
展
で
、
既
存

の
知
恵
や
情
報
は
調
べ
や
す
く

な
っ
た
。
第
３
期
教
育
振
興
基
本

計
画
で
は
自
立
し
他
者
と
共
生
す

る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
一

人
一
人
自
ら
の
可
能
性
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
よ
り
よ
い
社
会
と
幸

福
な
人
生
を
自
ら
作
り
出
し
て
い

く
た
め
の
資
質
能
力
を
育
成
す
る

教
育
を
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、

積
極
的
に
声
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
町
職
員
の
人
事

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
町
職
員
の
人
事

と
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

と
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

総括
質疑

議 員 発 議
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は
進
め
て
い
る
。

Q
町
と
し
て
優
先
接
種
の
対
象

と
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

A
優
先
接
種
に
つ
い
て
は
県
で

行
っ
て
い
る
。
町
外
在
住
者
に
つ

い
て
も
各
地
域
で
接
種
可
能
な
状

況
。
あ
ら
た
め
て
今
か
ら
優
先
接

種
の
予
定
は
な
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

Q
ア
メ
リ
カ
で
は
今
年
12
月
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
か
ら
撤
退
し
他
の
検

査
方
法
に
切
り
替
え
る
。
そ
の
理

由
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
判
別
が
非
常
に
難

し
い
か
ら
、
と
い
う
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
記

事
が
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
と
の
関
連
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。A新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

間
隔
に
つ
い
て
、
厚
労
省
か
ら
前

後
２
週
間
は
避
け
て
ほ
し
い
、
医

師
会
か
ら
４
週
間
は
開
け
て
ほ
し

い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

児
童
福
祉
費
・
保
育
対
策

総
合
支
援
事
業
補
助
金

Q
補
助
金
と
し
て
国
・
県
・
町

か
ら
４
２
７
万
４
千
円
計
上
さ
れ

シ
ュ
な
ど
、
１
週
間
程
度
の
量
。

Q
療
養
者
が
買
い
物
に
は
行
か

な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

A
最
低
限
の
食
事
が
と
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
。
県
の
サ
ー
ビ
ス
は

保
健
所
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、

業
務
ひ
っ
迫
で
遅
延
し
そ
の
補
て

ん
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

Q
厚
労
省
は
個
人
情
報
に
つ
い

て
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
支
援
の

必
要
な
人
の
情
報
は
保
護
条
例
に

抵
触
し
な
い
と
通
知
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
け
ば
支
援
は
も
っ
と
可
能
だ
。

A
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
県
が

検
討
中
。
確
認
次
第
、
町
と
し
て

も
検
討
す
る
。

Q
子
ど
も
へ
の
マ
ス
ク
の
提
供

は
足
り
て
い
る
か
。

A
昨
年
度
は
保
育
所
・
学
童
・

学
校
へ
の
配
布
が
国
の
裁
量
で
か

な
り
で
き
た
。
今
年
度
、
滞
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
町
と
し
て
も
対

応
し
て
い
く
。

Q
保
育
・
学
童
・
学
校
職
員
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
検
査
状
況
は
。

A
保
育
士
の
接
種
は
集
団
接
種

の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
、
余
っ
た
ワ
ク

チ
ン
で
実
施
し
た
。
町
内
在
住
者

に
限
っ
て
い
て
町
外
か
ら
の
勤
務

者
は
実
施
し
て
い
な
い
。
町
内
在

住
の
希
望
者
に
は
全
員
接
種
済

み
。
学
校
で
も
希
望
者
へ
の
接
種

て
い
る
。
内
容
は
①
保
育
施
設
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
事
業

②
認
可
保
育
所
に
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
こ
ど
も
が
い
る
施
設
へ
支

援
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど

こ
の
保
育
所
で
何
人
か
。

A
よ
つ
ば
保
育
所
で
、１
名
い
る
。

老
人
福
祉
費
・
地
域
介
護
・

福
祉
空
間
設
備
等
施
設
整

備
交
付
金
は

Q
７
５
３
万
８
千
円
計
上
さ
れ

て
い
る
。
内
容
を
伺
う
。

A
高
齢
者
施
設
等
の
利
用
者
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
大
笑
庵
に
お
い
て
非
常
用
自
家

発
電
機
設
備
の
設
置
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
停
電
し
た
際
に
電
力
を

確
保
し
、
安
全
確
保
と
医
療
機
器

の
継
続
運
用
に
よ
り
健
康
維
持
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

あ
る
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
９
７
１
万
円

Q
な
ぜ
場
所
が
福
田
地
区
馬
場

集
会
所
な
の
か
。
福
田
地
区
の
対

象
児
童
数
は
。

A
３
才
未
満
36
名
、
う
ち
保
育

園
に
行
っ
て
い
る
子
は
16
名
。

Q
対
象
児
童
が
20
名
、
場
所
も

目
立
た
な
い
。利
便
性
な
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン

タ
ー
、
環
境
の
良
さ
な
ら
谷
津
の

里
内
旧
松
寿
荘
跡
地
は
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

A
北
部
地
区
の
活
性
化
の
た
め

小
学
校
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ
く

り
が
重
要
な
た
め
、
福
田
小
学
校

に
隣
接
す
る
馬
場
集
会
所
と
し
た
。

要望

集
会
所
整
備
に
町
費
が
入

る
。
集
会
所
の
整
備
・
維
持
管
理

に
頭
を
抱
え
て
い
る
地
域
は
多

い
。
集
会
所
運
営
の
公
平
性
の
面

か
ら
も
、
検
討
が
必
要
だ
っ
た
。

宮
前
小
駐
車
場
１
１
６
万
円

Q
新
し
い
駐
車
場
は
誰
が
使
う

の
か
。

A
職
員
が
主
に
使
用
す
る
。

Q
現
在
の
教
職
員
駐
車
場
は
。

A
保
護
者
の
送
迎
用
等
に
利
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

個
人
番
号
の
再
交
付

Q
犯
罪
な
ど
へ
の
使
用
危
惧
は

な
い
の
か
。

A
紛
失
の
場
合
は
リ
ス
ク
が
あ

り
、
そ
の
旨
を
窓
口
で
伝
え
て
い

る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

カ
ー
ド
の
一
時
停
止
、
警
察
へ
の

遺
失
届
、
そ
の
後
窓
口
で
の
廃
止

手
続
き
と
な
る
。

Q
届
出
を
す
れ
ば
、
紛
失
後
の

カ
ー
ド
は
使
用
不
可
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
い
い
の
か
。

A
カ
ー
ド
の
廃
止
に
よ
り
悪
用

は
避
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

Q
町
が
行
う
自
宅
療
養
者
へ
の

支
援
内
容
は
。

A
食
糧
支
援
品
を
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
購
入
し
た
。
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
だ
っ
た
が
同
じ
内

容
で
自
宅
療
養
者
へ
の
配
食
支
援

と
し
た
。
開
始
よ
り
３
件
で
６
名

分
を
支
給
し
た
。
内
容
は
レ
ト
ル

ト
の
ご
は
ん
、
カ
レ
ー
、
か
ん
づ

め
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク
、
テ
ィ
ッ

定
例
会
議
案
審
議

定
例
会
議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

整備中の宮小駐車場
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文
化
財
整
理
室
解
体
後
の

跡
地
は

Q
宮
前
小
周
り
の
土
地
で
も
あ

る
。
跡
地
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
の
か
。

A
更
地
と
な
り
、
一
時
的
に
駐

車
場
に
す
る
。
将
来
的
に
は
学
童

保
育
を
建
設
す
る
予
定
。

Q
豪
雨
・
異
常
気
象
が
増
え
る

中
、
沼
の
下
流
に
学
童
保
育
を
建

設
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

A
学
童
保
育
の
新
設
は
予
定
し

て
い
る
が
、
場
所
・
規
模
は
確
定

し
て
お
ら
ず
検
討
し
て
い
く
。

要望

た
め
池
の
耐
震
調
査
の
結

果
、
滑
川
幼
稚
園
の
利
用
者
状
況

な
ど
鑑
み
、
将
来
に
わ
た
っ
て
利

用
・
運
営
し
や
す
い
場
所
を
選
定

し
て
ほ
し
い
。

文
化
財
展
示
を
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

Q
道
路
沿
い
の
看
板
が
み
す
ぼ

ら
し
い
の
で
修
理
を
。
文
化
財
に

つ
い
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の

展
示
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A
看
板
は
現
状
確
認
の
上
対
応

を
検
討
。
入
口
に
小
ス
ペ
ー
ス
だ

が
展
示
を
実
施
。
一
昨
年
の
よ
う

に
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

が
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
し
て
い
る
。

い
ず
れ
は
文
化
財
に
触
れ
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
。

町
の
財
政

Q
今
回
、
国
か
ら
の
交
付
税
が

増
額
し
た
た
め
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
支
出
を
や
め
た
と
い
う
が
自

粛
期
間
が
長
引
く
中
、
住
民
の
生

活
は
大
変
だ
。
さ
ら
な
る
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A
基
金
は
必
要
最
小
限
ま
で
積

み
上
げ
る
。
非
常
事
態
の
際
に
住

民
の
た
め
に
活
用
す
る
。

Q
臨
時
財
政
対
策
債
が
多
い
。

借
金
の
中
で
ど
の
く
ら
い
を
占
め

る
の
か
。
財
政
に
と
っ
て
大
き
な

荷
物
に
な
る
。
ど
う
考
え
る
の
か
。

A
か
な
り
大
き
な
問
題
。
平
成

13
年
か
ら
始
ま
り
、
本
来
な
ら
３

年
で
終
了
の
は
ず
だ
っ
た
も
の
。

制
度
そ
の
も
の
の
瑕
疵
と
思
う
。

し
か
し
こ
れ
が
交
付
さ
れ
な
い
と

町
財
政
そ
の
も
の
が
運
営
さ
れ
な

く
な
り
、
様
々
な
福
祉
・
教
育
に

支
障
が
出
る
。
町
と
し
て
は
制
度

が
あ
る
以
上
最
小
限
で
の
利
用
を

し
て
い
く
し
か
な
い
。
本
来
国
が

し
っ
か
り
見
る
べ
き
と
の
声
を
今

後
も
上
げ
て
い
き
た
い
。

介
護
認
定
の
増
加
に
よ
る

委
託
料
増

Q
認
定
者
増
に
対
し
、給
付
費
が

減
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。

A
県
か
ら
の
指
示
に
よ
り
職
権

で
調
査
を
し
な
く
て
も
１
年
間
は

現
行
の
ま
ま
で
良
い
と
の
こ
と
。

変
更
新
規
に
つ
い
て
は
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
認
定
を
受
け
る
方
が
増
え
て

い
る
の
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
減
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
関

係
か
。

A
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
い
。

通
所
系
利
用
が
一
気
に
減
少
。
本

人
は
行
き
た
い
が
行
け
な
か
っ

た
。Q控

え
る
傾
向
が
強
い
、
そ
の

結
果
介
護
度
が
上
が
っ
て
し
ま

う
。
ど
う
し
た
ら
予
防
対
策
が
可

能
か
。

A
町
は
認
定
率
12
％
と
全
国
に

も
誇
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か

し
、
総
合
事
業
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
数
年
後
に
数
字
と
し
て
表

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
。
コ
ロ
ナ
禍
で
何
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

令和２年度令和２年度
決算審査特別委員会決算審査特別委員会

国
保
税
滞
納
へ
の
対
応
は

Q
国
民
健
康
保
険
税
を
正
当
な

理
由
が
無
く
納
付
し
な
い
場
合

は
、
保
険
証
の
短
期
交
付
等
の
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

A
令
和
２
年
度
に
短
期
被
保
険

者
証
13
件
、
資
格
証
明
書
（
医
療

機
関
で
い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額

を
支
払
う
）
50
件
交
付
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
医

療
の
未
受
診
に
繋
が
り
か
ね
な
い

と
考
え
見
送
っ
た
。
令
和
元
年
度

以
前
は
、
税
の
公
平
負
担
の
原
則

か
ら
短
期
被
保
険
者
証
等
交
付
を

し
て
い
た
。

国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
つ
い
て

Q
国
民
健
康
保
険
税
の
現
年
分

の
収
納
率
は
、
監
査
委
員
か
ら
令

和
２
年
度
若
干
収
納
率
は
上
昇
し

た
が
、
依
然
と
し
て
低
い
と
指
摘

を
う
け
て
い
る
。
税
の
公
平
負
担

の
原
則
か
ら
、
収
納
率
の
向
上
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

A
納
税
に
関
し
て
誠
意
の
感
じ

ら
れ
な
い
方
に
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い

る
。
納
め
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る

前
に
、
納
税
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

２
歳
児
歯
科
検
診
中
止
の
影
響
は

Q
乳
幼
児
健
診
、歯
科
検
診
は

中
止
の
ま
ま
な
の
か
。

A
２
歳
児
歯
科
検
診
に
つ
い
て

は
、
法
定
検
査
で
は
な
く
町
独
自

の
も
の
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の

防
止
の
た
め
令
和
２
年
度
は
中
止

し
た
。
対
象
者
の
中
に
気
に
な
る

方
が
い
る
場
合
は
個
別
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
来
所
し
て
相
談
す
る
な

ど
集
団
で
で
き
な
い
分
個
別
に
丁

寧
に
対
応
し
た
。

国
保
加
入
者
全
員
に
傷
病
手
当
金
を

Q
国
保
加
入
者
で
コ
ロ
ナ
に
か

か
っ
た
人
へ
の
傷
病
手
当
金
支
給

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

町
と
し
て
は
ど
う
か
。

A
事
業
主
の
方
に
は
申
し
訳
な

い
が
今
の
と
こ
ろ
対
象
外
。
国
の
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動
向
を
見
な
が
ら
、
対
象
可
能
に

な
れ
ば
対
処
し
て
い
く
。

要望
町
独
自
で
も
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

検
診
で
の
が
ん
発
見

Q
検
診
の
結
果
、
が
ん
が
発
見

さ
れ
方
は
ど
の
位
お
ら
れ
る
か
。

A
要
精
密
検
査
の
方
は
受
診
者

の
２
％
以
下
で
、
過
去
５
年
間
で

が
ん
が
発
見
さ
れ
た
方
は
３
人
。

早
期
発
見
が
重
要
な
の
で
、
ぜ
ひ

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
受
診
率
は

Q
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
健
康
被

害
が
相
次
い
だ
た
め
、
積
極
的
勧

奨
を
止
め
、
一
時
７
割
を
超
え
て

い
た
接
種
率
は
１
％
未
満
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の

は
、予
防
策
と
し
て
の
子
宮
が
ん
検

診
と
考
え
る
。
受
診
率
の
推
移
は
。

A
平
成
30
年
度
が
18・
２
％
、

令
和
元
年
度
が
19・
５
％
と
ほ
ぼ

横
ば
い
状
態
で
、
令
和
２
年
度
に

つ
い
て
は
、
現
在
集
計
中
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

特
定
検
診
の
受
診

Q
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
と

医
療
費
の
分
析
を
し
た
調
査
で

は
、
健
診
を
多
く
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
、
未
受
診
の
方
と
比
較
す

る
と
医
療
費
が
低
い
と
し
て
い

る
。
医
療
費
の
削
減
と
住
民
の
健

康
を
守
る
た
め
受
診
率
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

対
策
を
伺
う
。

A
集
団
検
診
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
様
々
な
検
査
を
短
時
間

の
う
ち
に
効
率
よ
く
実
施
で
き
て

い
る
。
ま
た
、
外
部
委
託
に
よ
り

７
月
末
ま
で
に
町
に
申
し
込
み
の

無
か
っ
た
方
を
対
象
に
９
月
１
日

付
け
受
診
勧
奨
の
は
が
き
を
郵
送

し
た
。
今
後
、
他
の
保
険
者
の
取

り
組
み
等
を
参
考
に
受
診
率
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
建
設
計
画
は

Q
滑
川
町
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
策
定
業
務
委
託
料
１
７
６
５

万
円
、
こ
の
事
業
の
進
捗
は
。

A
２
か
年
で
作
成
し
て
お
り

１
０
０
％
の
進
捗
率
。

Q
集
会
所
の
位
置
づ
け
は
。

A
計
画
書
の
対
象
外
で
あ
る
。

行
政
財
産
目
的
外
使
用
１
４
１
９
万
円

Q
資
材
置
場
使
用
料
収
入
１
４

１
９
万
円
の
現
状
は
。

A
㎡
単
価
１
８
０
０
０
円
を
基

準
と
し
、
２
６
２
８
１
㎡
を
フ
ジ

ミ
工
研
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

Q
い
つ
ま
で
目
的
外
使
用
を
続

け
る
の
か
。

A
複
合
施
設
新
設
は
、
現
在
の

総
合
体
育
館
の
隣
を
検
討
中
で
あ

り
、
検
討
委
員
会
か
ら
も
答
申
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
１
４
０
０
万

は
町
の
大
き
な
財
源
と
も
な
っ
て

お
り
、
現
状
の
利
用
方
法
で
進
め

た
い
。

Q
こ
こ
が
な
ぜ
行
政
財
産
と
な
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
学
校
用
地

で
あ
っ
た
か
ら
。
学
校
だ
か
ら
個

人
の
所
有
者
は
売
却
し
、
東
武
鉄

道
が
寄
付
し
た
。
も
と
も
と
東
武

は
駅
を
つ
く
る
目
的
限
定
で
土
地

を
買
収
し
て
お
り
利
用
は
自
由
で

は
な
い
。
町
は
学
校
・
公
共
用
地

と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
ほ
し

い
。
町
長
に
伺
う
。

A
学
校
を
作
る
予
定
で
あ
っ
た

が
月
の
輪
小
学
校
を
作
っ
た
。
あ

そ
こ
に
小
学
校
を
つ
く
る
必
要
・

需
要
が
あ
る
か
問
題
点
は
あ
る
。

公
共
用
地
と
し
て
、
今
後
、
活
用

し
て
い
き
た
い
。

令
和
２
年
度
決
算
の
総
括

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
税
収
は
落
込
む

で
あ
ろ
う
と
の
予
測
の
下
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
減
収
を
も
と

に
予
算
を
た
て
た
。
決
算
額
が
出

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
総
括
は
。

A
決
算
額
は
86
億
２
６
０
０
万

で
前
年
比
22
億
（
35・
１
％
）
増

と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
経

費
と
し
て
23
億
２
５
０
０
万
円

（
決
算
額
の
27
％
）
と
算
出
で
き

る
。
福
祉
関
連
で
病
院
の
受
診
控

え
等
費
用
が
下
が
っ
た
箇
所
も
あ

り
、
23
億
２
５
０
０
万
円
を
差
引

く
と
前
年
度
と
同
じ
よ
う
な
決
算

の
数
字
に
な
っ
た
か
と
い
う
印
象

で
あ
る
。

不
公
平
感
が
大
き
い
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
は
自
治
体
間
で
不
公
平
感
が
強

い
。
そ
も
そ
も
地
元
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
自
分
た
ち
の
住
む

と
こ
ろ
に
払
う
べ
き
税
金
が
他
に

行
っ
て
し
ま
う
の
は
お
か
し
な
話

だ
と
思
う
。
町
の
考
え
方
を
改
め

て
。A町

と
し
て
は
制
度
自
体
が
疑

問
だ
と
い
う
考
え
方
が
基
本
。
ふ

る
さ
と
納
税
は
地
方
交
付
税
で
国

が
し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
も
の
だ

と
い
う
考
え
。

要望
大
阪
府
で
医
療
従
事
者
を
助

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
基
金

を
設
立
し
基
金
へ
の
寄
付
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
本
来
自
分
の
自

治
体
を
ど
う
守
る
の
か
、
住
民
の

気
持
ち
を
含
め
た
検
討
を
。

徴
税
の
収
納
率

Q
令
和
元
年
度
と
２
年
度
を
比

べ
る
と
文
書
催
告
・
分
納
誓
約
件

数
は
減
少
し
て
お
り
、
収
納
率
は

前
年
度
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
納
税
が
厳
し
い
状
況

が
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
報

告
書
を
見
る
限
り
で
は
滞
納
に
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
実
際
の

と
こ
ろ
は
ど
う
か
。

A
毎
月
の
収
納
率
は
下
が
る
の

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
た

が
、
収
納
状
況
は
良
い
。
納
税
に

対
し
て
ま
じ
め
な
方
が
多
い
印
象

だ
。防

災
行
政
無
線
、
緊
急
性

あ
る
内
容
の
吟
味
を

Q
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
関
連
の

放
送
は
、
今
も
緊
急
性
の
あ
る
放

送
な
の
か
。
一
年
半
が
た
ち
放
送

が
常
態
化
し
て
い
る
。
緊
急
事
態

宣
言
が
出
た
と
き
の
み
等
に
限
定

し
て
は
ど
う
か
。

A
慣
例
化
し
て
し
ま
う
と
届
か

な
い
面
も
あ
る
。
検
討
し
た
い
。

要望
台
風
時
に
防
災
無
線
は
聞
こ

え
な
い
。
電
車
で
都
内
に
出
て
い
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る
方
に
は
メ
ー
ル
の
方
が
届
く
。

効
果
的
に
使
い
分
け
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
自
殺
率
は
上
が
り
、

コ
ロ
ナ
鬱
の
方
も
い
る
。
飲
食
店

の
経
営
は
厳
し
い
。
こ
の
方
々
の

昼
間
・
夕
方
の
在
宅
率
は
高
い
。

毎
日
の
放
送
を
気
持
ち
よ
く
は
聞

け
な
い
。
外
に
向
か
っ
て
流
す
放

送
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
慮

し
、
防
災
無
線
で
流
す
内
容
を
吟

味
し
て
ほ
し
い
。

町
道
草
刈
り
に
つ
い
て

Q
町
道
雑
草
刈
払
作
業
の
内
容

は
。A滑

川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
年
間
の
特
定
随
意
契

約
を
し
、
主
に
幹
線
道
路
や
通

学
路
等
約
59
㎞
の
草
刈
り
と
集

草
を
お
願
い
し
て
い
る
。
１
か

月
毎
に
業
務
報
告
書
の
提
出
を

求
め
作
業
内
容
を
点
検
し
て
い

る
。

Q
道
路
脇
の
民
地
か
ら
竹
が
垂

れ
下
が
り
交
通
の
妨
げ
を
し
て
い

る
個
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
の
対
応
は
。

A
民
地
の
場
合
は
所
有
者
に

伐
採
を
お
願
い
す
る
が
、
緊
急

性
が
あ
り
交
通
に
支
障
が
あ
る

場
合
に
は
、
町
職
員
に
よ
る
応

急
処
置
の
対
応
を
し
て
い
る
。

個
人
情
報
守
る
た
め
規
制
強
化
を

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
普
及
す
る

中
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
改

め
て
の
整
備
が
必
要
だ
。
国
は
保

護
よ
り
利
活
用
を
と
デ
ジ
タ
ル
庁

を
創
設
し
た
。
諸
外
国
で
は
個
人

情
報
保
護
へ
規
制
強
化
し
て
い
る
。

A
国
・
自
治
体
ご
と
、
官
民
ご

と
に
定
め
ら
れ
て
い
た
個
人
情
報

保
護
法
を
一
元
化
す
る
と
い
う
。

自
治
体
ご
と
に
条
例
を
設
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
。
自
治
体
ご
と

に
定
め
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
た
め

町
に
あ
っ
た
よ
り
良
い
保
護
法
の

政
策
を
進
め
る
。

要望
町
が
必
要
と
な
れ
ば
法
律
以

上
の
も
の
を
条
例
と
し
て
作
成
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
町
が
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

自
動
交
付
機
の
利
用
継
続
を

Q
住
民
票
な
ど
の
自
動
交
付
機

の
利
用
率
が
52・８
％
。
期
限
が
来

る
と
な
く
な
る
と
い
う
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
使
わ
な
い
人
の
た
め
に

継
続
が
検
討
で
き
な
い
の
か
。

A
自
動
交
付
機
の
利
用
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
維
持
費
が
年

間
１
２
０
万
円
で
令
和
６
年
で

保
守
契
約
が
終
了
と
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
率
30
％
を
超

え
て
い
る
。
今
後
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
、印
鑑
証
明
の
取
得
が
可

能
に
な
る
。
自
動
交
付
機
の
継

続
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
移
行

か
、窓
口
対
応
か
な
ど
協
議
中
。

要望
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

つ
の
が
嫌
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

自
動
交
付
機
は
使
い
勝
手
が
い

い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
無
い
よ
う
検
討
を
。

増
加
す
る
外
国
人
に
対
す

る
窓
口
対
応
は

Q
近
年
非
常
に
増
加
す
る
町
内

の
外
国
人
に
対
す
る
福
祉
施
策
や

窓
口
で
の
対
応
は
。

A
①
住
民
登
録
６
か
月
以
上
の

外
国
人
の
方
に
つ
い
て
は
住
民
登

録
が
必
要
に
な
る
。
健
康
保
険
や

国
民
年
金
の
案
内
を
す
る
中
で
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
き

な
が
ら
対
応
す
る
。

②
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
妊
産
婦
の

相
談
が
多
い
た
め
、
か
か
っ
て
い

る
産
婦
人
科
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
小
型
翻
訳
機
を
使
用
し
て
対

応
し
て
い
る
。
安
心
し
て
出
産
で

き
る
よ
う
、
検
診
の
際
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
進
め
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
も
住
民
票
の
あ
る
方
全

員
に
接
種
券
を
送
っ
て
い
る
た

め
、
多
く
の
外
国
人
が
来
て
い

る
。
小
型
翻
訳
機
を
使
い
会
話
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
言
語
カ
ー

ド
を
つ
く
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
。外

国
籍
児
童
の
状
況

Q
28
か
国
５
６
１
名
の
外
国
籍

の
方
が
い
る
が(

今
年
4
月
1
日

時
点)

、
学
齢
期
に
あ
る
児
童
生

徒
の
人
数
は
。

A
今
年
度
の
人
数
は
小
学
生

12
名
、
中
学
生
2
名
で
あ
る
。

Q
そ
の
中
に
日
本
語
を
理
解
で

き
な
い
子
は
い
る
か
。

A
い
な
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
で
会

員
の
負
担
増
の
対
応
に
は

Q
２
０
２
３
年
導
入
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
わ
り
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
消
費
税
課

税
業
者
と
し
て
の
登
録
を
し
て
も

ら
い
消
費
税
を
払
っ
て
も
ら
う
と

こ
ろ
、
ま
た
、
は
じ
め
か
ら
10
％

分
を
委
託
費
か
ら
差
し
引
く
と
こ

ろ
な
ど
あ
る
よ
う
だ
。
老
後
、
生

活
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
登
録
を

し
て
仕
事
を
し
て
い
る
、
10
％
も

引
か
れ
て
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
制
度
導
入
自
体
を
取
り
や
め

て
ほ
し
い
と
の
世
論
が
広
が
っ
て

い
る
。
町
で
の
対
応
は
。

A
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
ま
だ
報

告
を
受
け
て
い
な
い
の
で
今
後
密

接
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

新
た
な
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
に
つ
い
て

Q
地
球
温
暖
化
対
策
で
町
と
し

て
温
室
効
果
ガ
ス
20
％
削
減
目
標

は
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
達
成

し
た
と
の
こ
と
。
今
後
の
目
標
計

画
な
ど
は
ど
う
か
。

A
第
１
期
計
画
に
つ
い
て
は
こ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
今
後
各

課
局
よ
り
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
空

調
な
ど
の
効
率
化
が
ど
れ
だ
け
図

れ
る
の
か
を
洗
い
出
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
計
画
は
継
続
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
に
見
直
し
と
い

う
こ
と
で
そ
こ
で
新
た
な
計
画
を

立
て
る
。

要望
令
和
５
年
度
ま
で
待
つ
こ
と

な
く
、新
し
い
目
標
と
具
体
化
を
。

ご
み
収
集
運
搬
費
の
単
価

計
算
に
つ
い
て

Q
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
費
の
単

価
計
算
式
に
つ
い
て
。

A
年
間
で
の
一
括
入
札
で
単
価

は
出
て
い
な
い
。

Q
今
後
生
ご
み
と
の
分
別
な
ど
、

収
集
運
搬
の
回
数
が
現
行
週
２
回
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を
１
回
と
し
た
場
合
は
費
用
が
半

分
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

A
週
一
回
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
運
搬
回
数
が
減
る
分
委
託
料
に

も
反
映
す
る
。

犬
の
登
録
頭
数
と
狂
犬
病
予

防
注
射
実
施
頭
数
と
の
差
は

Q
犬
の
登
録
頭
数
と
狂
犬
病
予

防
注
射
実
施
頭
数
に
差
が
あ
る

が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

A
登
録
者
で
注
射
を
し
て
い
な

い
方
に
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
、
死

亡
等
の
連
絡
が
き
て
い
る
。

Q
連
絡
が
来
て
い
な
い
方
に
、

再
度
通
知
を
す
る
な
ど
し
て
、
徹

底
し
た
台
帳
管
理
が
必
要
と
考
え

る
が
。

A
連
絡
の
な
い
方
へ
の
連
絡
等

行
い
、台
帳
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

要望
台
帳
管
理
を
し
っ
か
り
し
て

い
た
だ
き
、
適
正
な
予
防
注
射
を

執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

給
食
費
滞
納
４
万
８
千
円

Q
過
年
度
給
食
費
の
内
容
は
。

A
給
食
費
の
滞
納
分
で
あ
る
。

Q
滑
川
町
は
給
食
費
を
無
償
と

し
て
い
る
が
、誰
が
滞
納
し
た
の
か
。

A
区
域
外
就
学
者
で
あ
る
。
滑

川
町
に
住
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

無
償
化
の
対
象
外
と
な
る
。

Q
区
域
外
就
学
の
条
件
は
。

A
小
６
・
中
３
で
転
居
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
は
、
も
と
の
学

校
に
通
っ
て
よ
い
な
ど
町
の
基
準

が
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
の
授
業

Q
現
在
の
活
用
状
況
は
。

A
一
日
の
中
で
一
～
三
授
業
で

活
用
し
て
い
る
。
学
年
、
教
科
等

に
よ
り
時
間
数
は
異
な
る
。

要望
費
用
を
か
け
て
整
備
し
た
も
の

な
の
で
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ナ
休
校
の
影
響
は

Q
給
食
費
の
総
額
に
影
響
は
あ
っ

た
か
。

A
４
・
５
月
の
給
食
提
供
は
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
分
の
費
用
が

削
減
さ
れ
た
。
お
か
ず
・
主
食
・

牛
乳
か
ら
な
る
食
材
料
費
１
６
０

０
万
円
、
加
工
運
搬
費
１
５
０
０

万
円
が
削
減
さ
れ
た
。
一
方
で
給

食
業
者
へ
休
業
補
償
の
支
援
金
と

し
て
４
８
３
万
円
を
支
払
っ
た
。

夏
休
み
を
繰
り
上
げ
て
の
登
校
分

は
例
年
と
異
な
っ
て
提
供
し
た
。

“
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
”の
経
費
総
額
は

Q
町
内
小
中
学
校
四
校
分
の
総

額
は
。

A
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
１
億
98

万
円
。
財
源
内
訳
は
国
庫
補
助
金

約
２
３
６
９
万
円
、
起
債
７
７
１

０
万
円
、
一
般
財
源
約
19
万
円
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
費
用
1
億
９
７

７
８
万
円
。
財
源
内
訳
は
国
庫
補

助
金
約
５
４
５
４
万
円
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
（
コ
ロ
ナ
対
策
費

用
１
次
２
次
合
計
）
５
６
７
０
万

円
、
リ
ー
ス
と
し
て
償
還
８
６
５

４
万
円
。
リ
ー
ス
費
用
に
ソ
フ
ト

の
ラ
イ
セ
ン
ス
費
用
と
保
守
費
用

は
含
ま
れ
る
た
め
、そ
れ
以
外
に
か

か
る
費
用
は
通
信
費
。
通
信
費
の

年
間
経
費
は
こ
れ
か
ら
み
て
い
く
。

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
つ
い
て

Q
町
内
の
１
０
８
件
の
住
家
及

び
事
業
所
に
協
力
い
た
だ
い
て
、

児
童
、
生
徒
の
安
心
安
全
を
図
っ

た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
何
か

問
題
等
は
あ
っ
た
か
。

A
１
件
も
出
て
い
な
い
。

臨
時
教
員
の
契
約
期
間
継
続
は

Q
コ
ロ
ナ
・
ギ
ガ
対
応
で
の
教

師
の
仕
事
は
大
変
と
思
う
。
臨
時

教
員
の
契
約
は
。
継
続
し
た
ら
同

じ
人
が
来
る
の
か
。

A
中
学
補
助
教
員
は
単
年
度
契

約
。
生
徒
数
38
人
超
の
場
合
に
雇

用
す
る
と
い
う
形
態
に
な
る
た

め
、
必
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も

な
い
。
現
在
１
名
、
令
和
２
年
度

か
ら
の
継
続
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
医
の
役
割
は

Q
学
校
医
の
役
割
に
つ
い
て
。

A
学
校
医
は
各
学
校
に
設
置
さ

れ
て
健
康
診
断
等
を
お
こ
な
う
。

Q
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
時

に
は
別
の
役
割
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

A
疫
学
的
な
と
こ
ろ
は
保
健
所

に
、
医
学
的
な
と
こ
ろ
で
は
校
医

に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教
育

委
員
会
も
含
め
、
学
校
で
の
対
応

を
協
議
す
る
。

学
校
以
外
で
も
谷
津
田
米

の
活
用
支
援
策
を

Q
以
前
、
学
校
給
食
に
谷
津
田

米
の
利
用
を
お
願
い
し
た
が
、
今

年
の
米
価
が
２
割
か
ら
４
割
下
落

し
農
家
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

学
校
は
す
で
に
利
用
し
て
い
る
が
他

の
施
設
へ
も
斡
旋
を
し
て
ほ
し
い
。

A
主
食
に
関
し
て
は
、
県
の
財

団
法
人
学
校
給
食
会
の
方
か
ら
調

達
を
し
て
い
る
。
一
括
で
買
い
取

り
し
農
協
を
通
じ
各
学
校
へ
提
供

に
な
る
。
買
い
取
り
価
格
に
は
市

場
の
相
場
が
反
映
さ
れ
る
の
で
は

と
思
う
。
谷
津
田
米
に
つ
い
て

は
、
組
合
、
産
業
振
興
課
、
農
協

な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
今
後
も

提
供
の
機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
努

力
す
る
。

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度

Q
町
内
事
業
者
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
小
規
模
契
約
希

望
者
登
録
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。
登
録
者
数
21
業
者
と
あ
る
。

こ
の
内
、
契
約
・
受
注
さ
れ
た
業

者
は
何
件
か
。

A
１
社
あ
っ
た
。

Q
小
規
模
事
業
者
支
援
全
事
業

が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
伴
う

支
援
金
を
交
付
し
た
業
者
は
何
件

だ
っ
た
か
。
ま
た
、
こ
の
内
小
規

模
契
約
希
望
事
業
登
録
者
、
21
業

者
の
う
ち
で
は
何
件
受
け
た
の
か
。

A
全
部
で
96
件
。
そ
の
内
21
件

の
中
で
４
業
者
だ
っ
た
。

生
活
保
護
を
申
請
・
利
用
し
や
す
く

Q
生
活
保
護
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
大
き
く
影
響

し
、
利
用
す
べ
き
人
が
利
用
で
き

て
い
な
い
状
況
が
多
い
。
補
足
率

が
２
割
・
３
割
だ
。
町
と
し
て
生

活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
と

い
う
こ
と
を
、
様
々
な
例
を
出
し

て
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
苦
に
つ
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い
て
の
相
談
が
多
々
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
家
賃
が
払
え
な
い
場
合

は
、
ア
ス
ポ
ー
ト
と
い
う
県
の
相

談
窓
口
に
。
コ
ロ
ナ
で
所
得
が
減

少
し
た
場
合
は
町
の
社
協
を
通
じ

て
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
埼
玉

県
社
協
に
相
談
を
つ
な
い
で
い

る
。
支
援
で
間
に
合
わ
な
い
場
合

は
生
活
保
護
の
相
談
に
。
生
活
保

護
は
申
請
主
義
な
の
で
申
請
を
促

す
よ
う
な
施
策
を
町
と
し
て
も
行

い
た
い
。

コ
ミ
セ
ン
の
空
調
・
点
検

改
修
計
画
を

Q
空
調
の
故
障
で
コ
ミ
セ
ン
の

利
用
が
不
可
だ
っ
た
。
か
な
り
ひ

ど
い
状
況
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
施

設
管
理
計
画
の
中
に
は
入
っ
て
い

な
か
っ
た
の
か
。

A
将
来
的
に
は
新
た
な
も
の
を

造
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
修
繕

に
関
し
て
は
最
小
限
に
、
と
い
う

考
え
。

Q
重
要
な
施
設
が
一
時
使
用
で

き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
問
題

だ
。
建
て
替
え
は
何
年
先
に
な
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。
定
期
点
検
、修

繕
計
画
を
き
っ
ち
り
し
て
ほ
し
い
。

A
総
合
的
な
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
災
害
時
の
大
切
な
避

難
場
所
で
も
あ
る
た
め
対
応
を

計
っ
て
い
く
。

特
別
障
害
者
認
定
制
度
の
周
知
を

Q
特
別
障
害
者
に
準
ず
る
障
害

者
認
定
に
つ
い
て
、制
度
の
説
明
を
。

A
一
定
の
介
護
度
以
上
で
、
身

体
障
害
状
況
（
寝
た
き
り
度
）
介

護
保
険
の
認
定
調
査
票
・
主
治
医

意
見
書
に
お
い
て
一
定
の
基
準
を

超
え
て
い
る
方
に
つ
い
て
認
定
。

認
知
症
に
つ
い
て
も
一
定
基
準
を

超
え
た
方
。
証
明
書
に
よ
り
税
制

上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Q
介
護
度
が
４
・
５
の
人
は
可

能
性
が
あ
る
。
今
回
は
１
人
と
い

う
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
制
度
が
知

ら
れ
て
い
な
い
、
税
務
課
と
も
協

力
し
て
周
知
を
。
認
定
を
受
け
ら

れ
る
と
様
々
な
制
度
利
用
が
可
能

に
な
る
。

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
申

告
時
に
は
税
務
課
へ
該
当
者
リ
ス

ト
を
渡
す
。
今
後
税
務
課
と
の
相

談
で
進
め
た
い
。

介
護
利
用
料
の
軽
減
制
度

の
利
用
促
進
を

Q
介
護
保
険
料
の
軽
減
制
度
の

利
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
利
用
促
進
を
し
て
い
る
の
か
。

A
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
不
足

分
を
補
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
、

窓
口
来
所
の
低
所
得
者
の
方
に
は

進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護
予
防
策
は

Q
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
者
の
減
、
要
因
に
つ
い
て
。

A
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
い
。

Q
コ
ロ
ナ
と
い
う
の
は
人
と
人

と
の
接
触
を
控
え
さ
せ
る
。
こ
れ

に
よ
り
介
護
度
が
上
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
無
い
よ
う
な
対
策
を
。

A
こ
の
ま
ま
だ
と
体
力
低
下
、

認
知
症
進
行
な
ど
明
確
だ
が
、
今

の
と
こ
ろ
そ
れ
に
対
し
て
の
施
策

は
な
い
。

要望
健
康
づ
く
り
課
と
の
協
議
を

す
す
め
、
き
っ
か
け
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
高
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
を

常
に
行
う
な
ど
検
討
を
。

特
養
ホ
ー
ム
へ
の
待
機
の

受
け
入
れ
増
を

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
に
つ
い
て
待
機
が
多
い
と
聴

い
て
い
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

A
町
内
に
１
か
所
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
現
在
89
人
が

入
所
中
で
、
15
人
程
度
待
機
。
た

だ
、
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
緊
急

性
が
あ
る
場
合
は
、
審
査
を
受
け

特
別
に
入
所
で
き
る
制
度
も
あ

る
。
待
機
者
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
長
期

利
用
等
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
よ
く
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要望
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
受

け
入
れ
数
を
増
や
す
検
討
を
し
て

ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
事
務
点
検
・

評
価
報
告
書
に
つ
い
て

Q
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
に
「
情
報
社
会
の
ル
ー
ル

や
モ
ラ
ル
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
」の
講
習
会
を
実
施
し
、

報
告
さ
れ
て
い
る
。こ
の
講
習
後
、

子
ど
も
や
保
護
者
へ
質
問
・
意
見

な
ど
取
っ
た
か
。

A
子
ど
も
た
ち
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
保
護
者
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
対
応
は
し
て
い
な

い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q
今
や
子
供
た
ち
に
と
っ
て
多

く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
、
常
に
危
険

も
潜
ん
で
い
る
。今
後
の
対
応
は
。

A
今
年
度
以
降
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
に
つ
い
て
検
討
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
。

任期：令和３年１０月１日から
　　　令和７年９月３０日まで

任期：令和３年１０月１日から
　　　令和６年９月３０日まで

滑川町教育委員会委員を
任命・同意

中
なか

山
やま

 達
たつ

朗
ろう

氏

滑川町固定資産評価委員の
選任・同意

関
せき

 正
まさ

夫
お

氏　紫
し

藤
とう

 昇
のぼる

氏　小
お

澤
ざわ

 敏
とし

子
こ

氏

人 事 案 件人 事 案 件
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総
務
経
済
建
設

総
務
経
済
建
設

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生

文
教
厚
生

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

日
時　
令
和
３
年
７
月
27
日

場
所　

�

元
気
公
園
・
都
第
１
公
園
・
森
林
公
園
駅
北
口
森
の

オ
ア
シ
ス

目
的　

�

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
・
緑
地
等
の
整
備
状

況
の
視
察
。

内
容　
公
園
は
住
民
の
活
動
の
場
で
あ
り
、
憩
い
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
市
街
地
に
お
い
て
は
災
害
時
の
避
難
場
所
と

な
る
。
ま
た
、
緑
地
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
寄
与
し
て

い
る
。
調
査
で
は
公
園
・
緑
地
の
整
備
状
況
と
公
園
遊
具
等

の
維
持・点
検
等
の
状
況
を
行
っ
た
。
ま
た
、公
園
へ
の
ト
イ
レ

の
設
置
状
況
や
洋
式
化
し
た
ト
イ
レ
の
現
況
を
調
査
し
た
。

日
時　
令
和
３
年
７
月
７
日

場
所　

�

大
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
・
宗
悟
寺
・
泉

福
寺
・
三
門
館
跡

目
的　
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」の
放

映
が
決
ま
り
比
企
一
族（
比
企
能
員
）へ
の
関

心
か
ら
委
員
会
の
研
修
を
実
施
し
た
。

内
容　
源
頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
た
た
め
乳

母
の
比
企
尼
が
20
年
も
の
間
、
物
心
両
面
の

支
援
を
続
け
た
。
鎌
倉
幕
府
立
ち
上
げ
で
も

尼
の
養
子
で
あ
る
比
企
能
員
ら
が
活
躍
し
や

が
て
合
議
制
13
人
の
一
人
ま
で
に
な
っ
て
い

る
が
頼
朝
の
死
後
北
条
氏
か
ら
妬
ま
れ
比
企

一
族
や
二
代
将
軍
頼
家
も
滅
ぼ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
頼
家
の
妻
若
狭
局（
能
員
の
娘
）は
頼
家
の

位
牌
を
持
ち
帰
り
比
丘
尼
山
傍
に
寿
昌
寺

（
現
宗
悟
寺
）を
建
立
し
弔
っ
た
と
い
う
。
近

く
の
串
引
沼
は
若
狭
局
が
頼
家
と
の
思
い
を

断
ち
切
る
た
め
夫
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な

櫛
を
投
げ
入
れ
た
沼
と
の
こ
と
。

　
鎌
倉
の
中
央
を
流
れ
る
滑
川
（
な
め
り
が

わ
）
は
、
故
郷
恋
し
さ
に
一
族
が
名
付
け
た

と
い
う
。

泉
福
寺（
重
文
・
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
）

三
門
館
跡（
和
泉
字
三
門
）は
八
宮
神
社
の
南
方
の
１
８
０
ｍ
四
方

に
土
塁
や
堀
が
あ
る
が
確
認
が
し
に
く
い
。
口
伝
に
よ
れ
ば
比
企

尼
の
夫
で
あ
る
比
企
遠
宗
の
屋
敷
跡
と
言
わ
れ
て
い
る
が
資
料
や

遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

森林公園駅北口森のオアシスの洋式化されたトイレ

二
代
将
軍 

源
頼
家
の
位
牌

数十年前、泉福寺前の圃場（ほ
じょう）整備の際に発見された
もので、三重塔のようなものの
心柱（しんばしら）の礎石では
ないかと思われる。



小川地区衛生組合議会
第２回定例会

比企広域市町村圏組合議会
第３回定例会

日時　令和３年８月２６日（木）
場所　小川町役場議場

≪付議された議案≫
１．�報告事項…令和２年度斎場及び霊きゅ
う自動車事業特別会計継続費繰越計算
書について

２．人事案件…監査委員の選任ついて
３．�議案…条例改正、各会計の補正予算、
各会計の歳入歳出決算の認定

〇報告及び議案は、全て原案のとおり可決
されました。
　なお、東松山市斎藤雅男議員からコロナ
禍における東松山斎場の貸出しについて質
問が行われました。

≪付議された議案≫
１．�令和３年度小川地区衛生組合一般会計
補正予算案は前年度の繰越金約５千万
円を歳入歳出に加え総額約13億９千万
円とするもの。

２．�令和２年度小川地区衛生組合一般会計
歳入歳出決算の認定については、歳入
約1４億６千万円歳出約13億９千万円

〇いずれも原案通り可決認定されました。

日時　令和３年８月５日（木）
場所　東松山市役所議場

１　吉野　正浩　▶P.12
　◦�再生可能エネルギー、太陽光発電について

　◦�新型コロナウイルス対策について

２　上野　葉月　▶P.13
　◦�新型コロナウイルスにおけるPCR検査の正

確性

　◦�新型コロナワクチンの目的と効果

　◦�新型コロナワクチン接種後の副作用

　◦�感染症対策における今後の展望

３　内田　敏雄　▶P.14
　◦�安全安心について

　◦�ふるさと納税について

４　阿部　弘明　▶P.15
　◦�町の新型コロナウイルス対策について

　◦�校則の改善について

　◦�デジタル関連法の成立に伴い個人情報の保護

に関して町の政策を

　◦戦争の次世代への継承について

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　９月定例会では４人の議員による一般質
問が行われ、町政全般について活発に議論
されました。
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条例を議会との協議後、
住民の意見を伺い策定する

事業用太陽光発電施設
の諸課題への対応は問

答
吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

問　
国
で
は
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
を
多

く
排
出
す
る
石
炭
火
力
発
電
等

を
削
減
し
、
太
陽
光
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
電
源

構
成
に
転
換
す
る
と
方
針
を
示

し
た
。
今
後
、
更
に
太
陽
光
発

電
施
設
の
立
地
が
増
え
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
地
の
事

業
用
太
陽
光
発
電
施
設
に
お
い

て
、
景
観
・
自
然
環
境
へ
の
影

響
や
災
害
リ
ス
ク
等
の
諸
問
題

か
ら
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
ケ
ー
ス
が
頻
発
し
て
い

る
。

　
本
町
の
事
業
用
太
陽
光
発
電

施
設
10　
kW
以
上
の
設
置
状
況

は
。

答　
本
町
で
の
設
置
及
び
設
置

予
定
が
２
７
９
か
所
。
比
企
郡
内

で
も
吉
見
町
に
次
い
で
多
い
。
野

立
て
で
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設

は
、
ほ
ぼ
山
林
へ
の
設
置
と
な
っ

て
い
る
。

問　
発
電
終
了
後
の
設
備
の

撤
去
・
処
分
は
確
実
に
行
わ
れ

る
か
。

答　
事
業
用
太
陽
光
発
電
の
事

業
者
に
対
し
、
廃
棄
費
用
の
積
立

て
が
原
則
義
務
化
さ
れ
る
。
売
電

料
か
ら
積
立
金
が
源
泉
徴
収
的
に

差
し
引
か
れ
、
外
部
積
立
が
さ
れ

る
。

 

転
売
等
に
よ
り
事
業
者
が
代

わ
っ
て
も
積
立
金
は
保
全
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
町
と
し
て
も
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
が
不
法
に
放
置
・
廃

棄
さ
れ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い

く
。問　

野
立
て
の
事
業
用
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
各
地
に
お
い
て
規
制
の
動

き
が
あ
る
中
で
、
検
討
中
の
条

例
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
協
議
し
、
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
住
民
の
意

見
を
伺
い
策
定
す
る
。
主
な
点

は
、
個
人
の
財
産
を
制
限
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
禁
止
区

域
等
設
け
ず
、
町
内
全
域
を
抑
制

区
域
と
す
る
。
設
置
に
あ
た
り
、

周
辺
関
係
者
と
の
説
明
会
を
十
分

行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
な
ど
考

え
て
い
る
。

感
染
力
に
よ
り
、
家
庭
内
感
染
が

増
加
し
た
。
町
内
65
歳
以
上
の
高

齢
者
へ
の
接
種
率
は
、
２
回
目
接

種
率
が
86・
１
％
で
、
12
歳
～
65

歳
未
満
は
、
２
回
目
接
種
率
が

25・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
重
い

副
反
応
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
等
か
ら
の
報
告
を
受
け
て

い
な
い
。

問　
若
年
層
へ
の
接
種
状
況

は
。

答　
本
町
で
は
12
歳
～
18
歳
の

方
に
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
７
月

か
ら
の
夏
休
み
期
間
中
に
優
先
接

種
を
始
め
た
。
今
後
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
若
年
層
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
、
接
種
へ
の
理

解
を
促
し
て
い
く
。

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策

問　
新
規
感
染
者
数
は
減
少

傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
第
５
波

の
デ
ル
タ
株
の
急
拡
大
に
よ
り

感
染
収
束
と
い
う
出
口
は
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
日
本
の
全
人
口
の

う
ち
、
２
回
接
種
し
た
方
は
４

割
を
超
え
た
が
、
若
年
層
の
接

種
率
は
な
お
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
若
い
世
代
へ
の
的
確
な
情

報
提
供
に
よ
り
、
接
種
へ
の
理

解
を
促
す
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　
本
町
に
お
け
る
感
染
及
び
接

種
状
況
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

デ
ル
タ
株
に
置
き
換
わ
り
、
強
い

国内の２０２０年度の自然エネルギー
電力の割合と導入状況

石炭
26.7％

LNG
（液化天然ガス）
35.9％石油

2.3％

その他火力
10.2％

原子力
3.7％

水力
7.8％

太陽光
8.9％

風力 0.9％
バイオマス3.4％地熱 0.3％

男性 女性

010万人20万人 0 10万人 20万人

90歳以上

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

10歳未満

データからわかる
-新型コロナウイルス感染症情報 -
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国の施策に従っていく

発表される死亡者数を
みてコロナ対策検証を問

答

問　
P
C
R
検
査
陽
性
者
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

違
い
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
陽
性
者
が
全
て
感
染
者
で
は

な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
陽
性
者
で

も
感
染
者
で
も
対
応
は
同
様
で
あ
る

た
め
改
め
て
意
識
は
し
て
い
な
い
。

問　
P
C
R
検
査
の
C
T
値
は
。

答　
C
T
値
は
ウ
イ
ル
ス
の
増

殖
サ
イ
ク
ル
を
表
す
が
、
保
健
所

に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
数
値
は
公
表

し
て
お
ら
ず
、
変
更
の
有
無
も
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
何
を
主

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
発
症
時
の
リ
ス
ク
の
軽
減
・
重

症
化
防
止
、
入
院
・
措
置
の
医
療

体
制
負
担
の
抑
制
。
こ
れ
に
よ
り

町
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
１
本
の
費
用
は
。

答　
国
が
示
す
基
準
額
は
ワ
ク

チ
ン
自
体
の
価
格
を
除
く
人
件

費
等
が
一
本
あ
た
り
2
0
7
0

円
。
歳
出
総
額
は
令
和
２
年
度

1
1
0
3
万
円
、
令
和
３
年
度
は

確
定
し
た
数
字
で
は
な
い
が
現
時

点
で
１
億
5
1
3
8
万
円
。

要望 　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

1
0
7
7
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
厚
労
省
か
ら
因

果
関
係
あ
り
と
認
め
ら
れ
ず
救

済
制
度
は
な
い
。
自
己
判
断
・

自
己
責
任
だ
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
治
験
中
で
あ
り
長
期
的
な
副

作
用
は
わ
か
ら
な
い
。
多
く
の

薬
害
は
過
去
に
そ
の
よ
う
な
中

で
進
め
ら
れ
、
特
に
子
ど
も
や

若
い
子
が
一
生
苦
し
む
例
を
皆

さ
ん
も
知
っ
て
い
る
と
思
う
。

本
当
に
こ
の
状
態
を
続
け
て
い

い
の
か
、
考
え
る
こ
と
、
検
証

す
る
こ
と
は
大
人
の
責
任
だ
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
1
回
あ
た

り
の
摂
取
量
は
。
そ
れ
は
12
才

で
も
同
じ
か
。

答　
滑
川
町
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
み
を
使
用
。
０・
３
㎖
を

2
回
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
町
独

自
で
年
齢
や
体
重
に
よ
る
変
更
は

し
な
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
中
で
令

和
2
年
の
総
死
亡
者
数
は
前
年

度
よ
り
減
っ
て
い
る
。
こ
の
事

実
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
医
学
的
な
統
計
に
は
私
は

知
見
を
も
た
な
い
。

問　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
で
ワ
ク

チ
ン
へ
の
危
惧
を
発
信
す
る
医

師
等
の
動
画
が
、
削
除
さ
れ
て

い
る
。
報
道
の
自
由
が
脅
か
さ

れ
、
情
報
が
偏
っ
て
い
る
と
危

惧
す
る
。予
約
案
内
と
は
別
に
、

ワ
ク
チ
ン
を
検
討
す
る
た
め
の

情
報
を
町
で
出
せ
な
い
か
。

答　
接
種
を
進
め
て
行
く
、
こ

れ
が
重
症
化
を
防
ぐ
事
と
信
じ
て

事
業
を
進
め
て
い
る
。
予
め
接
種

を
躊
躇
さ
せ
る
よ
う
な
情
報
を
掲

載
す
る
予
定
は
な
い
。

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

10歳未満

0 2,000

563
8,606

205
3,172

1,066
72

21

9

4

6

390

144

44

14

0
0

0
0

4,000 6,000 8,000 10,000

(単位:人)

Ⅱ感染症

Ⅰワクチン副反応

総死亡者数

死亡者数 ： 新型コロナウイルス感染症 及び新型コロナワクチン副反応疑い

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

(単位:人)

令和3年 令和2年 平成31年･令和元年

140,844140,844

132,622

123,579

118,984
117,010

119,161 118,169 118,634

108,734113,362

100,423
104,849

111,591

107,468

118,038
118,455

133,185

【出典】
Ⅰ 製造販売業者からの副反応疑い報告について　2021（令和３）年８月25日　厚生労働省
累計期間　2021/2/17-2021/8/8　約5ヶ月半
＊コロナウイルス修飾ウリジンRNAワクチン（SARS-CoV-2）ファイザー社製コミナティ筋注のみ、モデルナは含まない。
＊年齢及び性別が非開示とされた事例は不明(死亡9件)として集計し、母親がワクチン接種を受けた胎児の症例の３件(死亡
ではない)を含む。

Ⅱ 新型コロナウイルス感染症の国内発生動向（速報値）　令和３年９月１日18時時点　厚生労働省
累計期間　2020/1/15-2021/8/31　19ヶ月半
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地域コミュニティを大切にして不審者を
寄せ付けない町づくりをしていく

安全安心の町づくりは問

答
内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

滑
川
町
は
犯
罪
率
が
県
内
最

悪
に
な
っ
て
い
る
が
対
応
は

問　
埼
玉
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
れ
ば
犯
罪
率
一
覧
令
和

３
年
１
～
６
月
の
市
区
町
村
別

認
知
件
数
暫
定
値
で
は
滑
川
町

は
埼
玉
県
内
72
市
区
町
村
の

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
の

町
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
個
人
情
報
の
取
扱
い
等
人

権
に
か
か
わ
る
案
件
で
あ
る
の
で

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
防
犯
の
町
づ
く
り
は
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
自
主
防
犯
活
動
を
支
援

し
、
の
ぼ
り
旗
の
設
置
や
広
報
で

の
啓
発
掲
載
、
情
報
提
供
等
の
活

動
継
続
し
、
東
松
山
警
察
署
に
は

巡
回
警
邏
を
増
や
す
よ
う
に
要
望

し
て
い
る
。
町
民
に
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
り

不
審
者
を
近
寄
ら
せ
な
い
街
づ
く

り
に
協
力
を
お
願
い
し
て
安
心
安

全
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

通
学
路
点
検
は

問　
千
葉
県
で
通
学
中
の
児
童

の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
、こ
れ

を
受
け
て
国
、県
は
通
学
路
の
点

検
を
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
た
。

滑
川
町
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
7
月
に
保
護
者
や
教
職
員

等
で
通
学
路
の
点
検
を
行
い
39
箇

所
が
報
告
さ
れ
、
内
容
に
よ
り

県
、
警
察
、
町
の
ど
こ
が
対
応
す

る
の
か
振
り
分
け
を
行
い
、
予
算

措
置
等
が
必
要
な
も
の
は
危
険

度
、
緊
急
度
を
ふ
ま
え
て
整
備
計

画
に
盛
り
込
み
、
す
ぐ
で
き
る
も

の
は
早
急
に
対
応
し
て
い
く
。

滑
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
現
状
は

問　
ふ
る
さ
と
納
税
は
申
告

す
る
と
所
得
税
か
ら
控
除
さ

れ
、
翌
年
度
分
の
住
民
税
か
ら

も
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
受
け
た
自
治
体
は

税
収
が
増
え
る
が
、
寄
附
を
し

た
住
民
の
居
住
自
治
体
で
は
地

方
税
が
減
収
と
な
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
滑
川
町
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
の
減
収
額

の
75
％
は
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
こ
と
か
ら
軽
微
な
影
響
と
考

え
て
い
た
が
、
年
々
増
大
し
て
令

和
2
年
度
で
は
交
付
税
交
付
金
に

参
入
さ
れ
な
か
っ
た
実
質
減
収
分

は
5
7
0
万
円
で
あ
る
。
町
で
は

３
つ
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

一
つ
目
は
返
礼
品
の
見
直
し
で
関

係
団
体
と
協
議
し
て
い
る
。
２
つ

目
は
現
在
の
返
礼
品
の
谷
津
田
米

の
P
R
を
す
る
。
３
つ
目
は
町
民

の
皆
様
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
町
財

政
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
理
解

を
い
た
だ
き
町
税
納
付
に
協
力
を

求
め
る
。

平成30年度ふるさと納税受入状況～令和3年度ふるさと納税の係る町税控除額
（件数：件　金額：千円）

平成30年度受入状況 令和元年度税控除額 令和元年度受入状況 令和2年度税控除額 令和2年度受入状況 令和3年度税控除額
件数 金額 件数 寄付額 町税控除額 件数 金額 件数 寄付額 町税控除額 件数 金額 件数 寄付額 町税控除額

滑川町 3 25 479 49,423 22,036 3 22 517 51,397 23,151 4 26 715 64,498 29,877
嵐山町 92 2,449 301 21,185 10,097 246 4,709 326 22,783 10,784 87 2,490 424 28,136 13,578
小川町 287 5,040 489 35,253 16,298 398 6,337 497 38,171 17,907 1147 19,868 684 46,705 21,890
川島町 781 13,971 298 20,256 9,200 1599 32,619 293 20,019 9,577 2616 46,691 420 25,649 12,245
吉見町 10 217 282 21,505 9,594 488 6,562 304 25,344 11,375 8028 108,591 415 34,167 15,407
鳩山町 244 5,853 252 17,891 8,125 654 17,427 241 17,292 8,058 969 27,800 289 20,242 9,491
ときがわ町 142 2,485 131 13,162 5,581 146 2,775 126 15,937 6,463 130 2,146 180 20,183 8,112

総務省ホームページより抜粋

滑川町犯罪認知件数

項目
認知件数

令和元年
1〜12月

令和2年
1〜12月

令和3年
1〜7月

路上強盗 0 0 0
ひったくり 1 0 0
住宅対象侵入盗犯 2 10 6
自動車盗難 3 1 0
オートバイ盗難 5 0 1
自転車盗難 31 27 15
車上ねらい 10 6 4
部品ねらい 6 3 1
侵入盗犯※ 24 7 68
自動販売機ねらい 6 7 2
万引き 16 21 11
置引き 5 0 0
その他 72 46 37

合計 181 128 145
東松山警察署　独自集計

※車庫・物置等の住宅以外への侵入による盗犯
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県が公表しないため
実態がつかめない

自宅療養者など住民の
命を守る積極的な施策を問

答
阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
る
対

策
を

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
中
で
政
府
は
国

民
の
命
を
守
る
と
い
う
役
割
を

打
ち
捨
て
て
「
自
宅
療
養
」
を

基
本
と
す
る
方
針
に
切
り
替
え

た
。
町
に
住
民
の
命
を
守
る
施

策
を
求
め
る
。
①
町
内
の
自
宅

療
養
者
数
な
ど
の
実
態
は
？
②

「
臨
時
の
医
療
施
設
」
の
設
置

を
比
企
郡
の
市
町
村
や
医
師
会

に
呼
び
掛
け
る
事
。
③
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
を
町
独
自
で

幅
広
く
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

④
県
が
行
う
検
査
の
状
況
は
？

学
校
や
保
育
園
な
ど
で
の
検
査

の
予
定
は
？
⑤
広
報
誌
や
防
災

無
線
な
ど
の
改
善
を
。

答　
①
町
内
の
自
宅
療
養
者
等

に
つ
い
て
は
県
か
ら
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
②
臨
時
の
医
療
施
設
に

つ
い
て
は
医
師
や
看
護
師
を
確
保

す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
③
町
独
自

の
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。
④
県

で
は
高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
施

設
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
た
。

月
２
回
８
月
ま
で
で
２
名
の
陽
性

者
が
出
た
。
検
査
は
10
月
ま
で
の

予
定
。
県
で
は
保
育
園
で
の
抗
原

検
査
の
実
施
を
予
定
。
検
体
の
採

取
に
際
し
て
実
施
要
件
を
満
た
し

希
望
の
あ
る
保
育
所
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

⑤
広
報
誌
、
回
覧
板
、
防
災
無
線

に
つ
い
て
町
民
か
ら
の
改
善
要
望

は
届
い
て
い
な
い
。

校
則
の
見
直
し
は
意
見
を

聞
い
て

問　
学
校
の
校
則
の
改
善
や

今
後
の
検
討
に
つ
い
て
。

答　
滑
川
中
は
生
徒
総
会
で
校

則
に
意
見
を
言
う
場
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
近
年
、
特
に
意
見
は
な

く
、
保
護
者
か
ら
も
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
で
個
人

情
報
の
流
出
の
恐
れ
。
町

は
保
護
を

問　
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
が
成

立
。
自
治
体
が
持
つ
個
人
情
報

が
企
業
の
利
益
の
た
め
に
利
用

さ
れ
る
。
ま
た
、
自
治
体
で
の

個
人
情
報
保
護
が
後
退
す
る
危

険
が
あ
る
。

答　
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報

は
合
計
39
項
目
。
全
体
の
総
件

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
デ

ジ
タ
ル
関
連
法
は
地
方
自
治
体

の
個
人
情
報
も
一
元
化
す
る
と

規
定
し
て
い
る
。
町
は
今
後
ど

れ
だ
け
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
も
う
と
、
最
後
は
人
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
な
る
職

員
の
質
の
向
上
と
育
成
に
努
め

る
。

東京都日本橋区常盤国民学校学童集団疎開
の児童の受け入れを行った成安寺に立つ記
念碑と植樹した金木犀

風
化
す
る
戦
争
体
験
の
継

承
を

問　
戦
後
76
年
、
戦
争
体
験

者
が
高
齢
化
し
こ
の
ま
ま
で
は

風
化
し
か
ね
な
い
。
未
来
に
向

け
て
戦
争
さ
せ
な
い
力
を
ど
う

築
き
上
げ
る
の
か
。
①
住
民
の

歴
史
か
ら
客
観
的
な
調
査
を
②

住
民
に
町
の
非
核
平
和
都
市
宣

言
の
周
知
を
図
る
べ
き
だ
。

答　
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
記
録
を
残
す
作
業
も

時
間
と
の
闘
い
だ
。
関
係
課
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。
非
核
平

和
都
市
宣
言
は
町
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
周
知

し
て
い
き
た
い
。

1
月

2
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
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9
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日

26
日

6
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日
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日
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日

24
日
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日

28
日

3
日

5
日
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日

3
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4
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滑川町新型コロナウイルス感染者数の推移
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編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

わ
り
が
見
え
た
と
思
え
ば
ま
た

新
し
い
変
異
株
の
発
生
で
緊
急

事
態
宣
言
の
延
長
が
続
く
日
々

が
日
常
生
活
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
け

で
は
な
く
色
々
な
支
援
を
す
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
相
談
で
も
自
分
で
抱

え
ず
、
町
を
頼
っ
て
み
る
の
も

１
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
の

で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
だ
け
で
は
無
く
、
季

節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し

や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
健
康

に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

�

（
紫
藤　

明
）

次の定例会予定は
11月29日（月）～

【
編
集
】

�

議
会
広
報
発
行
対
策

特
別
委
員
会

委
員
長�

宮
島　

一
夫

副
委
員
長�

阿
部　

弘
明

委　
　

員�

上
野　
　

廣

委　
　

員�

上
野　

葉
月

委　
　

員�

内
田　

敏
雄

委　
　

員�

吉
野　

正
浩

委　
　

員�

紫
藤　
　

明

議会だよりの感想・ご意見を募集します

　「氏名」「連絡先」（匿名可）をご記入の上、見出
しに「議会だよりの感想」と明記の上、下記までお
送りください。いただいたご意見等につきましては、
一部を議会だよりにて紹介していく予定です。
宛先：滑川町議会事務局
〒３５５-8５8５�埼玉県比企郡滑川町大字福田７５０番地１
TEL. ０４９３- ５６- ６９１３　FAX. ０４９３- ５６- ５５２２
E-mail�na3411801@town.namegawa.lg.jp

　

鎌
倉
街
道
は
主
要
と
な
る
「
上
道
」「
中
道
」「
下

道
」
の
他
に
間
道
や
枝
道
が
数
多
く
存
在
す
る
。

こ
の
鎌
倉
古
道
は
枝
道
で
あ
る
。

　

２
０
２
２
年 

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

の
内
の
１
人
は
比
企
能
員
。
そ
の
妻
「
道
」、
源

頼
朝
の
乳
母
「
比
企
の
尼
」「
比
企
遠
宗
」
が
登

場
す
る
。
そ
の
比
企
尼
が
暮
ら
し
た
か
も
し
れ
な

い
館
が
滑
川
町
和
泉
に
あ
る
。
三
門
館
跡
で
あ
る
。

源
頼
朝
乳
母
の
比
企
尼
が
伊
豆
の
蛭
ヶ
小
島
幽
閉

中
の
頼
朝
に
20
年
も
の
間
、
米
や
衣
類
を
送
り
続

け
た
と
い
う
。
鎌
倉
街
道
を
通
り
送
ら
れ
た
滑
川

町
の
米
を
頼
朝
は
食
べ
て
育
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）11
月
１
日
発
行

発
行
…
滑
川
町
議
会　
　
責
任
者
…
議
長　
瀬
上
邦
久

編
集
…
議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会　
埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
七
五
〇
ー
一

　
　
　
電
話�

０
４
９
３（
５
６
）６
９
１
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
４
９
３（
５
６
）５
５
２
２

●議事録 ※２月頃に公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音声イン
ターネット配信（録音）→滑川町議会音声イン
ターネット配信

委
員
長
の
ひ
と
言

　

滑
川
で
は
は
ん
で
棒
掛
け

と
言
わ
れ
て
い
る
自
然
乾
燥

稲
作
法
（
は
ぜ
掛
け
・
は
ざ

掛
け
・
棒
掛
け
等
）
で
す
。

　

稲
作
は
弥
生
人
が
始
め
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
諸

説
あ
り
）
先
人
た
ち
は
稲
作

に
よ
り
大
き
く
発
展
で
き
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
美
味

し
い
お
米
が
作
り
続
け
ら
れ

る
環
境
を
皆
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

鎌
倉
街
道
（
森
林
公
園
内
）

議�会
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